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午前１０時００分 開 会 

 

  ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～   

開  議 

 

○中川とみ子委員長 出席委員は定足数に達し

ておりますので、これより予算特別委員会を開

会いたします。 

 予定された当予算特別委員会の日程は、本日

１日でありますので、各委員の御協力をお願い

いたします。 

 今期定例会において当予算特別委員会に付託

されました案件は、補正予算１件であります。 

 これより直ちに審査に入ります。 

 

  ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～   

 議第３０号 令和４年度上山市一般 

       会計補正予算（第３号） 

 

○中川とみ子委員長 議第３０号令和４年度上

山市一般会計補正予算（第３号）を議題といた

します。 

 当局の説明を求めます。財政課長。 

〔鈴木英夫財政課長 登壇〕 

○鈴木英夫財政課長 命によりまして、議第３

０号令和４年度上山市一般会計補正予算（第３

号）について御説明を申し上げます。 

 補正予算書の１ページをお開き願います。 

 令和４年度上山市の一般会計補正予算（第３

号）は、次に定めるところによるものでありま

す。 

 歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算

の総額に歳入歳出それぞれ１，６５０万円を追

加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ

１６８億４，１５０万円とするものであります。 

 第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及

び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出

予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」

によるものであります。 

 次に、「第１表 歳入歳出予算補正」の説明
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でございますが、重複説明を避けるため、事項

別明細書により御説明申し上げます。 

 歳出から御説明いたしますので、１０ページ、

１１ページをお開き願います。 

 ３款民生費２項３目児童福祉施設費は９９万

１，０００円を追加し、補正後の額を１，２８

３万８，０００円とするものでありますが、保

育園整備事業費で、みなみ保育園の自動火災報

知設備について、設置後４０年が経過し、交換

部品の在庫がなく、故障時の対応が困難になる

ことから、更新するものであります。 

 なお、この経費に関しましては、令和３年度

予算に計上し、年度内に完了する予定で契約を

締結し発注しておりましたが、３月中旬に製造

受注メーカーから月末までの受信機の納品が困

難であるとの連絡を受け、契約を解除したもの

で、このたび改めて補正予算に計上するもので

あります。 

 ３項１目生活保護総務費は１６０万円を追加

し、補正後の額を４，７５５万６，０００円と

するものでありますが、生活困窮者自立支援費

で、国のコロナ禍における原油価格・物価高騰

等総合緊急対策を受け、緊急小口資金等の特例

貸付を利用できない世帯等が対象となる新型コ

ロナウイルス感染症生活困窮者自立支援金の申

請期限が令和４年６月末から８月末までに延長

されたほか、求職活動要件が緩和されたことに

より、今後、申請数の増加が見込まれることか

ら、当初予算で措置した９世帯分に加え、６世

帯分の扶助費を増額し、ほか事務費を措置する

ものであります。 

 ６款農林水産業費１項１目農業委員会費は３

４万９，０００円を追加し、補正後の額を３，

９８５万２，０００円とするものでありますが、

委員会運営費で、国の令和３年度補正予算を受

け、農地利用最適化推進委員等が現地調査など

を行う際の負担軽減を図るため、タブレット５

台の備品購入費のほか、通信運搬費等を措置す

るものであります。 

 ３目農業振興費は１，２８４万円を追加し、

補正後の額を１億２，９４４万１，０００円と

するものでありますが、ブランド化推進事業費

で、県の「魅力（かち）ある園芸やまがた所得

向上支援事業費補助金」に協調して２つの補助

事業を行うものであります。 

 １つは、イチゴなどの園芸用ハウス等の整備

計画がある２件の事業者に対し、補助率、県３

分の１、市６分の１、合わせて２分の１の補助

金１，１２０万８，０００円を計上し、２つは、

トイレ・更衣室等、被雇用者の労働環境改善の

ための設備導入計画がある事業者に対し、補助

率、県３分の１、市６分の１、合わせて２分の

１の補助金１６３万２，０００円を計上するも

のであります。 

 １０款教育費６項２目体育振興費は７２万円

を追加し、補正後の額を３，３７２万８，００

０円とするものでありますが、スポーツ振興事

業費で、「巡回ラジオ体操・みんなの体操会」

の開催打診を受け、クアオルト事業の１５周年

を記念して実施することとしたものであり、記

念品としての報償費、会場警備やピアノ運搬業

務の委託料などを措置するものであります。実

施日は８月２８日、会場は市民総合運動広場、

主催は、株式会社かんぽ生命保険、ＮＨＫ、Ｎ

ＰＯ法人全国ラジオ体操連盟で、上山市及び上

山市教育委員会が共催するものであります。 

 以上で歳出の説明を終わりまして、歳入の説

明を申し上げます。 

 前に戻りまして、８ページ、９ページをお開

き願います。 
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 １５款国庫支出金２項２目民生費国庫補助金

は１６０万円を追加し、補正後の額を１億４，

０３４万３，０００円とするものでありますが、

生活困窮者自立支援金に対する新型コロナウイ

ルス感染症セーフティネット強化交付金を増額

計上するものであります。 

 １６款県支出金２項４目農林水産業費県補助

金は８８２万３，０００円を追加し、補正後の

額を１億３，９８８万３，０００円とするもの

でありますが、園芸用ハウス等の新設に対する

魅力（かち）ある園芸やまがた所得向上支援事

業費補助金、タブレットの購入費等に対する農

地利用最適化交付金、農地集積・集約化等対策

地方公共団体事業費補助金を計上するものであ

ります。 

 ２０款繰越金１項１目繰越金は６０７万７，

０００円を追加し、補正後の額を２億４，６０

８万２，０００円とするものでありますが、前

年度繰越金を増額計上するものであります。 

 以上で説明を終わりますが、よろしくお願い

いいたします。 

○中川とみ子委員長 質疑は、歳入歳出を区分

して行います。 

 初めに、歳出からの質疑とし、３款民生費、

６款農林水産業費についての質疑、発言を許し

ます。守岡等委員。 

○守岡 等委員 生活困窮者自立支援費につい

てお尋ねします。 

 この事業、当初９世帯で、新たに６世帯を対

象にするものですけれども、これまでの実績が

どれぐらいなのかというのが１つと、あと厚労

省のほうでは、社会福祉協議会からいろいろな

情報を得て、この制度を案内したり、プッシュ

型で申請書を送付することも可能だというよう

な見解を示していますけれども、この制度を利

用している人がもし少なければ、本市としてそ

ういった対象者に案内するということは考えて

いますか。 

○中川とみ子委員長 福祉課長。 

○鏡 裕一福祉課長 こちらの事業ですが、令

和３年の８月から実施している事業でありまし

て、令和３年度の実績は４世帯でありました。 

 現在利用されている世帯は５世帯で、これか

ら申請の延長、求職要件の緩和等を勘案して、

合わせて１５世帯の申請を見込んでいるもので

す。 

 市からの申請の案内ですが、県社協のほうか

ら申請候補世帯の情報が来まして、令和３年の

８月から４７世帯について、申請書、申請の仕

方の説明書きを送付しまして、申請を促す案内

をしているところであります。 

○中川とみ子委員長 守岡等委員。 

○守岡 等委員 そうすると、対象者としては

かなりいるというような印象を受けましたけれ

ども、この対象者の中で、これまでの貸付を終

了した世帯や、再貸付について不承認とされた

世帯も対象にするというような厚労省の説明が

ありまして、住民税非課税世帯は償還免除され

るということなんですけれども、それ以外のこ

れまでの特例貸付の返済が終わっていない世帯

についても対象になるというふうな理解でよろ

しいのでしょうか。 

○中川とみ子委員長 福祉課長。 

○鏡 裕一福祉課長 これまでの貸付の返済の

行為については、申請の要件にしておりません。 

○中川とみ子委員長 守岡等委員。 

○守岡 等委員 それで、実際に本市の対象と

なる方、世帯の月額収入基準はどれぐらいが目

安なのかとお聞きしたいんですけれども、国の

ほうでは、この市町村民税均等割非課税額の１
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２分の１と生活保護の住宅扶助基準額の月額合

算額を超えていないことという基準なんですけ

れども、ちょっとあまりぴんとこなくて、本市

の目安としてはどれぐらいになるんでしょうか。 

○中川とみ子委員長 福祉課長。 

○鏡 裕一福祉課長 上山市の住民税の非課税

相当の月額として、単身世帯で１１万３，００

０円以内、月の収入が１１万３，０００円以内、

２人世帯で１５万７，０００円以内、３人世帯

で１８万６，０００円以内、４人世帯で２２万

１，０００円以内ということになっております。 

○中川とみ子委員長 ほかに質疑はありません

か。枝松直樹委員。 

○枝松直樹委員 今の件なんですが、緊急小口

資金、これたしか２０万円だったですかね。そ

れを借りて、それに対象外の人がこれの対象だ

と。この支援費、扶助費の内容について、どの

程度の支給をするのかということをちょっとま

ずお聞かせください。 

○中川とみ子委員長 福祉課長。 

○鏡 裕一福祉課長 緊急小口資金等の対象外

というよりも、それを利用して、緊急小口資金

は１回限り、総合支援資金が３か月という期限

があるので、それが終了した世帯に対して、生

活保護に至る前の支援として、支給額として、

単身世帯で月６万円、２人世帯で８万円、３人

世帯は月１０万円を３か月間支給するというこ

とで、その間に生活を再建していただきたいと

いう国の考えの制度です。 

○中川とみ子委員長 枝松直樹委員。 

○枝松直樹委員 分かりました。 

 単身世帯だと、６万円掛ける３か月で１８万

円を支給、給付、同じでしょうけれども、それ

でもし生活が立て直せなかったら、それは生活

保護ということになるんでしょうが、その立て

直ったか、立て直し切れていなかったか、これ

の判断については誰がどのように行うんですか。 

○中川とみ子委員長 福祉課長。 

○鏡 裕一福祉課長 毎月支給をする前に、先

ほど求職要件ということで要件があるというこ

とで説明が財政課長からありましたけれども、

月１回、どのような求職活動をしているか、収

入がどのくらいか、福祉課のほうに報告書を頂

いております。３か月を過ぎても収入が満たな

い、就職がうまくいかない方については、生活

保護の制度について説明をしております。 

○中川とみ子委員長 ほかに質疑はありません

か。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○中川とみ子委員長 質疑はないものと認めま

す。 

 次に、１０款教育費についての質疑、発言を

許します。石山正明委員。 

○石山正明委員 クアオルトの１５周年を記念

してということでラジオ体操するということで

ございますが、このラジオ体操するということ

についての、１つは周知方法について、どのよ

うな方法を取られるのか。もう１点は、映像を

撮られる予定があるのかどうか、お聞きいたし

ます。 

○中川とみ子委員長 スポーツ振興課長。 

○舟越信弘スポーツ振興課長 周知方法につき

ましては、一般市民につきましては、まず市報、

それからホームページ、ＬＩＮＥで周知いたし

ます。そのほかに、小学生・中学生につきまし

ては、学校にお願いするとか、あとは子ども会

への依頼も考えております。また、スポーツ関

係団体については、スポーツ協会、スポーツ少

年団にスポーツ協会を通じて加盟団体のほうに

周知を図ります。あと、クアオルトの関連で健
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康ポイントの登録者、あとは健康講座の参加者

等につきまして周知を図ることにしております。 

 また、映像関係でございますが、こちらとし

ましては、今のところ市の公式ホームページと

か、ユーチューブチャンネルとか、あとは市報、

スポーツ協会の広報紙等で後ほど周知、周知と

いうか、考えておりますけれども、この映像に

つきましては、主催者でありますＮＨＫのほう

の許可が必要になりますので、使用目的などを

伝えながら、協議して進めていきたいと考えて

おります。 

○中川とみ子委員長 石山正明委員。 

○石山正明委員 何回も出ましたけれども、ク

アオルト１５周年ということでございますので、

例えば参加者にクアオルトのシャツを着て参加

していただいて、あるいは上山市のマスコット

でありますカセ坊をちょっと出して、それを映

像に撮って、それを先ほどＮＨＫとの協議があ

るということでございますけれども、ＮＨＫと

の協議を進めていただいて、市のほうの例えば

オウンドメディアで、今度出るわけですけれど

も、オウンドメディアでこういうのがありまし

たよとか、あるいは市のホームページでこうい

うのがありましたよとか、映像で紹介できるよ

うな形で、お借りするというような形でぜひ進

めていただきたいと思いますので、これは要望

でございます。よろしくお願いします。 

○中川とみ子委員長 ほかに質疑はありません

か。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○中川とみ子委員長 質疑はないものと認めま

す。 

 以上で歳出についての質疑を打ち切ります。 

 次に、歳入についての質疑、発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○中川とみ子委員長 質疑はないものと認めま

す。 

 以上で議第３０号議案に対する質疑を終結い

たします。 

 次に討論に入ります。 

 討論の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○中川とみ子委員長 討論なしと認めます。 

 採決いたします。 

 議第３０号令和４年度上山市一般会計補正予

算（第３号）は、原案のとおり可決すべきもの

と決することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○中川とみ子委員長 御異議なしと認めます。 

 よって、議第３０号は原案のとおり可決すべ

きものと決しました。 

 

  ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～   

閉  会 

 

○中川とみ子委員長 以上で当委員会に付託さ

れました全議案の審査は終了いたしました。 

 この際、お諮りいたします。 

 委員長報告の取りまとめは正副委員長に御一

任願いたいと思いますが、これに御異議ありま

せんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○中川とみ子委員長 御異議なしと認めます。 

 よって、委員長報告の取りまとめは正副委員

長に一任することに決しました。 

 以上で予算特別委員会を閉会いたします。 

 御苦労さまでした。 

    午前１０時１９分 閉 会 


